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  臨床医学研究のお知らせ 
 

聖路加国際病院及び本書に示す共同研究機関では、将来の医療を向

上させるため、臨床医学研究を行っています。つきましてはご理解の

上、ご協力をお願い申し上げます。なお、個人情報は厳重に管理させ

て頂きます。 

研究計画や研究方法に関係する資料をお知りになりたい場合は、他

の患者さんの個人情報や研究全体の目的や進行に支障となる事項以外

はお知らせすることができます。ご質問がありましたら下記連絡先に

お問い合わせください。 

この調査では、ご協力を拒否することも自由です。もし、研究への

データ・試料の利用を望まない場合は、下記の連絡先までご連絡いた

だくか、医療スタッフへ申し出てください。その場合でも患者さんに

不利益が生じることはありません。 

【照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先】 

≪研究代表機関≫ 

 学校法人聖路加国際大学 聖路加国際病院 

  住所   ：〒104-0044 東京都中央区明石町9-1 

電話   ：03-3541-5151 

研究責任者：眼科 永井紀博 

 

≪共同研究機関／分担研究施設≫ 

 施設名   ：横浜市立大学附属病院 

  住所   ：〒236-0004 横浜市金沢区福浦3-9   

  電話   ：045-787-2800 

   研究責任者 ：水木 信久 
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加齢黄斑変性の方を対象とした診療経過に関する研究 
 
1.研究の対象 

2020年 4月 1日～2022年 2月 28日までに当院眼科を受診した加齢黄斑変性
の方 

 
2.研究の目的・方法 
近年加齢黄斑変性の診療は大きく発展して来ました。その背景には、診察機器や

手術や薬物治療の発展などがあり、今後は、これらをさらに使いこなし、新しい技

術を開発する必要があります。そこで、これまでの診療録(カルテ)を解析して、よ
り良い診断基準や診断方法、治療の時期や方法の選び方、治療効果の判定方法等の

開発につなげます。この研究は、研究のための医療行為は行わない調査研究です。 
 
調査期間は研究倫理審査委員会承認後～2027年3月31日までの予定です。 

 
3.研究に用いる試料・情報の種類 
診療録(カルテ)に書いてある眼科診療記録(問診や診察結果、検査結果を含み

ます)および生年月日などを集めます。 

 

4.外部への試料・情報の提供 
国内の眼科施設で共同して解析を行います。共同研究機関と各施設における

研究責任者は次のページに記載しております。そのため患者さんの情報は、各医

療機関にて誰のものかわからないように匿名化した上で、データセンターに集め

ます。データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできな

い状態で行います。匿名化したデータと研究の対象の方との対応表は、当院の研

究責任者が保管・管理します。 

 

5.研究組織 
 次ページに記す実施体制のとおりです。 
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【研究の実施体制】 

 

  ≪研究代表機関≫ 

   学校法人聖路加国際大学 聖路加国際病院 

住所   ：東京都中央区明石町9-1 

電話   ：03-3541-5151 

研究責任者：眼科 永井紀博 

 

  ≪共同研究機関・分担研究施設≫ 
  １.  慶應義塾大学病院 

住所   ：東京都新宿区信濃町35 

電話   ：03-3353-1211 

研究責任者：眼科 内田敦郎 

 

２.  横浜市立大学附属病院 
住所   ：神奈川県横浜市金沢区福浦3-9 

電話   ：045-787-2800 

研究責任者：眼科 水木信久 

 

３.  戸塚駅前鈴木眼科 
住所   ：神奈川県横浜市戸塚区戸塚町16-1 

電話   ：045-860-7888 

研究責任者：鈴木高佳 

 


